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ドライバーが疲
つか

れてくると「空走距離
くうそうきょり

」が長
なが

くなり、結果的
けっかてき

には「停止
ていし

距離
きょり

」も長
なが

くなる。

右折
うせつ

するときに方向
ほうこう

指示器
しじき

などで合図
あいず

を行
おこな

う場合
ばあい

は、右折
うせつ

しようとする地点
ちてん

から１０ｍの地点
ちてん

に達
たっ

したときに合図
あいず

を行
おこな

うのがよい。

本
ほん

免
めん

効果
こうか

測定
そくてい

４

横断
おうだん

歩道
ほどう

の手前
てまえ

に駐車
ちゅうしゃ

車両
しゃりょう

がある場合
ばあい

は、前方
ぜんぽう

に出
で

る前
まえ

に一時
いちじ

停止
ていし

をしなければならない。

車
くるま

が左折
させつ

をする時
とき

は、あらかじめできるだけ道路
どうろ

の左端
ひだりはし

により、交差
こうさ

点
てん

の側
そく

端
たん

に沿
そ

って徐行
じょこう

する。

同一
どういつ

方向
ほうこう

に進行
しんこう

しながら進路
しんろ

変更
へんこう

を行
おこな

う場合
ばあい

は、進路
しんろ

を変
か

えようとするときの約
やく

３秒
びょう

前
まえ

に合図
あいず

を行
おこな

う。

オートマチック車
しゃ

の発進
はっしん

の際
さい

には、Ｌレンジ（マニュアル車
しゃ

のローギア）を使
つか

い、車
しゃ

速
そく

に合
あ

わせてセカンドレンジやＤレンジにシフトアップする。

高速
こうそく

道路
どうろ

を走行
そうこう

時
じ

、総排気量
そうはいきりょう

１２５ｃｃの自動
じどう

二輪車
にりんしゃ

は、時速
じそく

８０ｋｍ以下
いか

で走行
そうこう

しなければならない。

こう配
ばい

の急
きゅう

な下
くだ

り坂
ざか

のカーブに図
ず

１のような標示
ひょうじ

がある場合
ばあい

は、矢印
やじるし

の通
とお

り道路
どうろ

の右側
みぎがわ

部分
ぶぶん

にはみ出
だ

して通行
つうこう

しなければならない。

一方通行
いっぽうつうこう

の道路
どうろ

を通行中
つうこうちゅう

、緊急
きんきゅう

車両
しゃりょう

が近
ちか

づいてきたら、必
かなら

ず左側
ひだりがわ

に寄
よ

って一時
いちじ

停止
ていし

をしなければならない。

後輪
こうりん

タイヤが横滑
よこすべ

りを始
はじ

めた時
とき

は、アクセルを離
はな

し、すぐにブレーキを踏
ふ

んで止
と

めるようにする。

道路
どうろ

の曲
ま

がり角
かど

から１０ｍ以内
いない

の場所
ばしょ

は、駐停車
ちゅうていしゃ

してはいけない。

前
まえ

の車
くるま

が自動車
じどうしゃ

を追
お

い越
こ

そうとしている時
とき

に、その前
まえ

の車
くるま

を追
お

い越
こ

すと二重
にじゅう

追
お

い越
こ

しになる。

速度
そくど

の出
だ

しすぎ、急
きゅう

ハンドルなどが原因
げんいん

で、後輪
こうりん

の横滑
よこすべ

りを引
ひ

き起
お

こすことがある。

原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

に荷物
にもつ

を載
の

せる場合
ばあい

、積載
せきさい

装置
そうち

の幅
はば

から、左右
さゆう

それぞれ０．３ｍはみ出
だ

して乗
の

せることができる。

安全
あんぜん

にカーブを曲
ま

がるためには、カーブに入
はい

る前
まえ

の直線
ちょくせん

部分
ぶぶん

で早
はや

めにブレーキをかけ、十分
じゅうぶん

に速度
そくど

を落
お

とす必要
ひつよう

がある。

高速
こうそく

道路
どうろ

でやむを得
え

ず停止
ていし

をする場合
ばあい

は、停止
ていし

表示
ひょうじ

器材
きざい

を置
お

かなければならないため、予
あらかじ

め準備
じゅんび

しておく。

自転車
じてんしゃ

を押
お

して歩
ある

いている人
ひと

は、歩行者
ほこうしゃ

として扱
あつか

われる。

普通
ふつう

自動車
じどうしゃ

は、歩道
ほどう

や路側帯
ろそくたい

のない道路
どうろ

では、道路
どうろ

の左
ひだり

端
はし

から０．５ｍの部分
ぶぶん

にはみ出
だ

して通行
つうこう

してはいけない。

同一
どういつ

の方向
ほうこう

に３つ以上
いじょう

の車両
しゃりょう

通行
つうこう

帯
たい

がある場合
ばあい

は、もっとも左側
ひだりがわ

の車線
しゃせん

は追
お

い越
こ

しなどのために空
あ

けておき、それ以外
いがい

の通行帯
つうこうたい

を通行
つうこう

する。

停留所
ていりゅうじょ

に停止
ていし

しているバスが発進
はっしん

の合図
あいず

をしたので、進路
しんろ

を譲
ゆず

った。

免許
めんきょ

条件
じょうけん

に眼鏡
めがね

の条件
じょうけん

があったが、目的地
もくてきち

がすぐ近
ちか

くだったので、眼鏡
めがね

をかけずに運転
うんてん

した。

日中
にっちゅう

でも５０ｍ先
さき

、高速
こうそく

道路
どうろ

では２００ｍ先
さき

が見
み

えないような場所
ばしょ

を通行
つうこう

する場合
ばあい

は、ライトをつけなければならない。

赤色
あかいろ

の点滅
てんめつ

信号
しんごう

は、一時
いちじ

停止
ていし

をし、他
た

の交通
こうつう

の安全
あんぜん

を確認
かくにん

したのちに進
すす

むことができる。

曲
ま

がり角
かど

での追
お

い越
こ

しは、速
すみ

やかに終
お

わらせる必要
ひつよう

がある。

道路
どうろ

と並行
へいこう

して駐停車
ちゅうていしゃ

している車
くるま

の横
よこ

に並
なら

んで駐停車
ちゅうていしゃ

してはいけない。

標識
ひょうしき

や標示
ひょうじ

で制限
せいげん

速度
そくど

が指定
してい

されている道路
どうろ

でも、法定
ほうてい

速度
そくど

で走
はし

ることができる。

同一
どういつ

方向
ほうこう

に３以上
いじょう

の車両
しゃりょう

通行
つうこう

帯
たい

があるときは、交通
こうつう

事故
じこ

防止
ぼうし

のため、開
あ

いている車両
しゃりょう

通行帯
つうこうたい

を選
えら

んで走
はし

る。

坂道
さかみち

では上
のぼ

り坂
ざか

での発進
はっしん

が難
むずか

しいため、どんな場合
ばあい

であっても下
くだ

りの車
くるま

が上
のぼ

りの車
くるま

に道
みち

を譲
ゆず

らなければならない。

車両
しゃりょう

通行帯
つうこうたい

の線
せん

が黄色
きいろ

の線
せん

で区画
くかく

されているところでは、黄色
きいろ

の線
せん

を越
こ

えて進路
しんろ

を変更
へんこう

してはいけない。

下
くだ

り坂
ざか

では、車間
しゃかん

距離
きょり

を多
おお

くとる必要
ひつよう

がある。

カーブを曲
ま

がるときに、車
くるま

が外側
そとがわ

に飛
と

び出
だ

していこうとする力
ちから

を遠心力
えんしんりょく

という。

交通
こうつう

事故
じこ

で怪我
けが

をした場合
ばあい

は、例
たと

え軽
かる

い怪我
けが

であっても必
かなら

ず医師
いし

の診断
しんだん

を受
う

ける必要
ひつよう

がある。

タイヤの点検
てんけん

は、空気圧
くうきあつ

のみだけではなく、著
いちじる

しい亀裂
きれつ

や損傷
そんしょう

、異常
いじょう

な磨耗
まもう

、釘
くぎ

や石
いし

その他
た

異物
いぶつ

が刺
さ

さっていないかを点検
てんけん

する。

図
ず

２の標識
ひょうしき

がある場所
ばしょ

に差
さ

し掛
か

かったが、見通
みとお

しがよかったので警
けい

音
おん

器
き

は鳴
な

らさずに通行
つうこう

した。

歩行者
ほこうしゃ

専用
せんよう

道路
どうろ

は、徐行
じょこう

をすれば車
くるま

も通行
つうこう

することができる。

高速
こうそく

道路
どうろ

では、荷物
にもつ

が転落
てんらく

、飛散
ひさん

しやすくなるので前
まえ

もって点検
てんけん

し、荷物
にもつ

を積
つ

みなおすなどの措置
そち

をする必要
ひつよう

がある。

夜間
やかん

、見通
みとお

しの悪
わる

い交差
こうさ

点
てん

に入
はい

る前
まえ

に、前
ぜん

照
しょう

灯
とう

を上下
じょうげ

に切
き

り替
か

えて、他
た

の車
くるま

や歩行者
ほこうしゃ

に自
じ

車
しゃ

の接近
せっきん

をしらせた。

雨天
うてん

時
じ

にタイヤのグリップ力
りょく

が落
お

ちるが、特
とく

に舗装
ほそう

道路
どうろ

では雨
あめ

の降
ふ

り始
はじ

めのときにスリップしやすくなる。

赤色
あかいろ

の灯火
とうか

の点滅
てんめつ

信号
しんごう

では、安全
あんぜん

が確認
かくにん

できれば徐行
じょこう

して通行
つうこう

することができる。

急
きゅう

に進路
しんろ

変更
へんこう

が必要
ひつよう

になった時
とき

は、安全
あんぜん

確認
かくにん

が出来
でき

なくても仕方
しかた

がない。

運転者
うんてんしゃ

が疲
つか

れてくると、空走距離
くうそうきょり

は長
なが

くなるが停止
ていし

距離
きょり

は変
か

わらない。

たとえ優先
ゆうせん

道路
どうろ

を通行中
つうこうちゅう

であっても、交差
こうさ

点
てん

から３０ｍ以内
いない

の場所
ばしょ

では追
お

い越
こ

しをしてはいけない。

横断
おうだん

歩道
ほどう

や自転車
じてんしゃ

横断帯
おうだんたい

とその手前
てまえ

３０ｍ以内
いない

では、追
お

い越
こ

しも追
お

い抜
ぬ

きもしてはならない。

免許証
めんきょしょう

の有効
ゆうこう

期限
きげん

が切
き

れた状態
じょうたい

で運転
うんてん

すると、無免許
むめんきょ

運転
うんてん

になる。

原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

の積荷
つみに

の高
たか

さ制限
せいげん

は、地上
ちじょう

から１．５ｍまでである。
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時速
じそく

６０ｋｍでコンクリートの壁
かべ

に激突
げきとつ

した場合
ばあい

は、約
やく

１４ｍの高
たか

さから落
お

ちた場合
ばあい

と同
おな

じ程度
ていど

の衝撃力
しょうげきりょく

を受
う

けることになる。

交差点
こうさてん

で信号
しんごう

が青
あお

から黄色
きいろ

に変
か

わったので、急
きゅう

ブレーキをかけて停止
ていし

線
せん

を過
す

ぎたところで車
くるま

を停止
ていし

させた。

交差
こうさ

点
てん

とその端
はし

から１０ｍ以内
いない

の場所
ばしょ

では、駐停車
ちゅうていしゃ

禁止
きんし

場所
ばしょ

である。

進路
しんろ

変更
へんこう

を積極的
せっきょくてき

に行
おこな

わないと、円滑
えんかつ

な交通
こうつう

の妨
さまた

げとなる。

緊急
きんきゅう

自動車
じどうしゃ

を運転
うんてん

する場合
ばあい

には、その自動車
じどうしゃ

の運転
うんてん

に必要
ひつよう

な運転
うんてん

免許証
めんきょしょう

のほかに、運転
うんてん

経験
けいけん

年数
ねんすう

や年齢
ねんれい

など特別
とくべつ

な資格
しかく

が必要
ひつよう

である。

エンジンオイルが不足
ふそく

すると、エンジンの過熱
かねつ

につながる。

高速
こうそく

道路
どうろ

の路肩
ろかた

や路側帯
ろそくたい

を通行
つうこう

してもよい。

火災
かさい

報知
ほうち

機
き

から１ｍ以内
いない

の場所
ばしょ

で、車
くるま

を停車
ていしゃ

させた。

図
ず

３の標識
ひょうしき

は、近
ちか

くに学校
がっこう

・幼稚園
ようちえん

があることを表
あらわ

している。

夜間
やかん

運転
うんてん

する時
とき

は、視線
しせん

をできるだけ先
さき

に向
む

けるようにし、障害物
しょうがいぶつ

を早
はや

く発見
はっけん

するよう意識
いしき

して走
はし

る。

道路
どうろ

工事
こうじ

などのため、道路
どうろ

の左側
ひだりがわ

部分
ぶぶん

だけでは通行
つうこう

することができないような時
とき

は、右側
みぎがわ

にはみ出
だ

して通行
つうこう

することができる。

前方
ぜんぽう

に園児
えんじ

たちが乗
の

り降
お

りしているバスが止
と

まっている時
とき

は、乗
の

り降
お

りが終
お

わるまで後方
こうほう

で停止
ていし

して待
ま

たなければならない。

追
お

い越
こ

しを行
おこな

おうとしたが、道路
どうろ

の曲
ま

がり角
かど

にさしかかっていたので追
お

い越
こ

しをするのをやめた。

運転
うんてん

する際
さい

の座席
ざせき

の位置
いち

は、クラッチを踏
ふ

んだときに膝
ひざ

がしっかりのびきるところで合
あ

わせるのがよい。

風邪薬
かぜぐすり

や精神
せいしん

安定剤
あんていざい

などの多
おお

くは、反応
はんのう

時間
じかん

を遅
おく

らせる原因
げんいん

になるため運転
うんてん

前
まえ

に服用
ふくよう

しないほうがよい。

ミニカーは普通
ふつう

自動車
じどうしゃ

なので、高速
こうそく

道路
どうろ

を通行
つうこう

できる。

道路
どうろ

工事
こうじ

の区域
くいき

とその端
はし

から５ｍ以内
いない

は駐車
ちゅうしゃ

が禁止
きんし

されている。

安全
あんぜん

地帯
ちたい

は車
くるま

の通行
つうこう

が禁止
きんし

されている。

青色
あおいろ

の灯火
とうか

の矢印
やじるし

と黄色
きいろ

の灯火
とうか

の矢印
やじるし

信号
しんごう

は、それぞれ同
おな

じ意味
いみ

を表
あらわ

している。

自動車
じどうしゃ

は一定
いってい

の時期
じき

に検査
けんさ

を受
う

けて、検査
けんさ

標章
ひょうしょう

を車
くるま

の前面
ぜんめん

ガラスに表示
ひょうじ

しなければならない。

原付
げんつき

で３０ｋｇを超
こ

える重量
じゅうりょう

の荷物
にもつ

を積
つ

んで運転
うんてん

した。

停留所
ていりゅうじょ

で停
と

まっている路面
ろめん

電車
でんしゃ

の側
そく

方
ほう

を通過
つうか

する場合
ばあい

、安全
あんぜん

地帯
ちたい

がない場合
ばあい

は、必
かなら

ず一時
いちじ

停止
ていし

する必要
ひつよう

がある。

安全
あんぜん

地帯
ちたい

の左側
ひだりがわ

とその前後
ぜんご

１０ｍ以内
いない

の場所
ばしょ

は、駐車
ちゅうしゃ

はしてはいけないが停車
ていしゃ

はしてもかまわない。

高速
こうそく

道路
どうろ

で車
くるま

が故障
こしょう

した場合
ばあい

、必要
ひつよう

な危険
きけん

防止
ぼうし

措置
そち

を取
と

った後
あと

は車
くるま

の中
なか

で待機
たいき

する。

交差
こうさ

点
てん

で灯火
とうか

を横
よこ

に振
ふ

っている警察官
けいさつかん

の身体
しんたい

の正面
しょうめん

に対面
たいめん

したので、停止
ていし

位置
いち

で停止
ていし

した。

車
くるま

が曲
ま

がるときには、前輪
ぜんりん

よりも後輪
こうりん

が内側
うちがわ

を通
とお

っていくが、これを内
ない

輪
りん

差
さ

という。

近
ちか

くに交差
こうさ

点
てん

がない場所
ばしょ

で緊急
きんきゅう

自動車
じどうしゃ

に進路
しんろ

を譲
ゆず

る場合
ばあい

は、道路
どうろ

の左側
ひだりがわ

による。

雨
あめ

でわだちに水
みず

がたまっていたが、特
とく

に気
き

にせずにそのままの速度
そくど

で走行
そうこう

した。

道路
どうろ

が滑
すべ

りやすい状態
じょうたい

のときに効果的
こうかてき

なブレーキ操作
そうさ

は、数回
すうかい

に分
わ

けて使用
しよう

する方法
ほうほう

である。

荷物
にもつ

の積
つ

み下
お

ろしに人員
じんいん

が必要
ひつよう

だったので、出発地
しゅっぱつち

の警察
けいさつ

署長
しょちょう

の許可
きょか

を受
う

けて荷台
にだい

に人
ひと

を乗
の

せて走行
そうこう

した。

二輪車
にりんしゃ

でぬかるみや砂利道
じゃりみち

を通行
つうこう

する時
とき

は、あらかじめ速度
そくど

をあげて一気
いっき

に通過
つうか

する。

ブレーキペダルをいっぱいに踏
ふ

んだときに、床板
ゆかいた

とペダルの間
あいだ

に若干
じゃっかん

の隙間
すきま

が必要
ひつよう

である。

普通
ふつう

免許
めんきょ

を受
う

けて１年
ねん

未満
みまん

の者
もの

が普通
ふつう

自動車
じどうしゃ

を運転
うんてん

するときは初心者
しょしんしゃ

マークをつけなければならないが、普通
ふつう

貨物
かもつ

自動車
じどうしゃ

を運転
うんてん

する時
とき

はつけなくてもよい。

図
ず

５の標識
ひょうしき

は、歩行者
ほこうしゃ

通行
つうこう

止
ど

めを表
あらわ

している。

どのような道路
どうろ

でも、歩行者
ほこうしゃ

が通行
つうこう

できるだけの幅
はば

を残
のこ

して駐車
ちゅうしゃ

をしなければならない。

自動車
じどうしゃ

などを運転
うんてん

するときには、その車種
しゃしゅ

やけん引
いん

などの状態
じょうたい

に応
おう

じた免許証
めんきょしょう

を携帯
けいたい

しなければならない。

一方通行
いっぽうつうこう

の道路
どうろ

では、右側
みぎがわ

に駐車
ちゅうしゃ

をしてもよい。

自転車
じてんしゃ

を追
お

い越
こ

すときには、自転車
じてんしゃ

のふらつきなどに気
き

をつけながら安全
あんぜん

な間隔
かんかく

を取
と

る。

人
ひと

や積荷
つみに

を多
おお

く積
つ

んでいる時
とき

は、普段
ふだん

より多
おお

めの車間
しゃかん

距離
きょり

をとる必要
ひつよう

がある。

図
ず

６のような標示
ひょうじ

がある場所
ばしょ

では、青
あお

矢印
やじるし

のように進路
しんろ

を変更
へんこう

してはいけない。

進行
しんこう

方向
ほうこう

に黄色
きいろ

の点滅
てんめつ

信号
しんごう

がある時
とき

は、他
た

の交通
こうつう

に注意
ちゅうい

しながら進行
しんこう

することができる。

図
ず

５の標識
ひょうしき

がある場所
ばしょ

では、原付
げんつき

は小回
こまわ

りで右折
うせつ

する。

対向車
たいこうしゃ

のライトがまぶしい時
とき

は、視点
してん

をやや左
ひだり

前方
ぜんぽう

に向
む

けて、目
め

がくらまないようにするとよい。

カーブに入
はい

る前
まえ

の直線
ちょくせん

部分
ぶぶん

で速度
そくど

を落
お

としたほうが、安全
あんぜん

にカーブを曲
ま

がれる。

高速
こうそく

道路
どうろ

の本線
ほんせん

車道
しゃどう

を通行中
つうこうちゅう

、インターチェンジの出口
でぐち

を間違
まちが

えて通
とお

り過
す

ぎた時
とき

は、後続車
こうぞくしゃ

に注意
ちゅうい

しながら後退
こうたい

して出口
でぐち

まで戻
もど

る。

図３

図５

図４

図６



９１．

９２．

９３．

９４．

９５．

　①　前
ぜん

車
しゃ

との車間
しゃかん

距離
きょり

が短
みじか

く、危険
きけん

を感
かん

じたので、アクセルを離
はな

して緩
ゆる

やかに速
そく

　　　 度
ど

を落
お

とす。

　②　車高
しゃこう

の高
たか

い車
くるま

の後
うし

ろでは、前方
ぜんぽう

の状況
じょうきょう

がつかめないので、車間
しゃかん

距離
きょり

を長
なが

め

　　　 にとった。

　③　前方
ぜんぽう

の状況
じょうきょう

を把握
はあく

するために、素早
すばや

くハンドルを切
き

って走行
そうこう

車線
しゃせん

を右
みぎ

に変
か

え

　　　 た。

　①　左側
ひだりがわ

には歩行者
ほこうしゃ

がいて危険
きけん

なので、回避
かいひ

するために中央線
ちゅうおうせん

をまたいで走行
そうこう

　　　 する。

　②　歩行者
ほこうしゃ

が急
きゅう

に横断
おうだん

を始
はじ

める恐
おそ

れがあるので、十分
じゅうぶん

に警戒
けいかい

する。

　③　歩行者
ほこうしゃ

との間
あいだ

に安全
あんぜん

な間隔
かんかく

が取
と

れるか分
わ

からないので、徐行
じょこう

をする。

高速
こうそく

道路
どうろ

を時速
じそく

８０ｋｍで走行
そうこう

しています。どのようなことに気
き

をつけますか？

　②　子供
こども

たちが遊
あそ

びに夢中
むちゅう

になっていて、接近
せっきん

してくる自
じ

車
しゃ

に気
き

づいていない恐
おそ

れ

　　　 があるので、十分
じゅうぶん

に注意
ちゅうい

する。

　③　後続車
こうぞくしゃ

のバイクにも子供
こども

たちの姿
すがた

は見
み

えているはずなので、急
きゅう

ブレーキをかけ

　　　 ても危険
きけん

はない。

市街地
しがいち

を時速
じそく

２０ｋｍで走行
そうこう

しています。どのようなことに注意
ちゅうい

して運転
うんてん

しますか？

　②　前
まえ

の車
くるま

のブレーキランプが見
み

えるので、自分
じぶん

も数回
すうかい

ブレーキを踏
ふ

んで、後続
こうぞく

　　　 車
しゃ

に注意
ちゅうい

を促
うなが

す。

　③　急
きゅう

に速度
そくど

を落
お

とすと危険
きけん

なので、ハザードランプを点灯
てんとう

させて後続車
こうぞくしゃ

に注意
ちゅうい

　　　 を促
うなが

してから速度
そくど

を落
お

とす。

郊外
こうがい

の道路
どうろ

を時速
じそく

３０ｋｍで走行
そうこう

しています。どのようなことに注意
ちゅうい

して運転
うんてん

しますか？

　①　子供
こども

たちが多
おお

く、危険
きけん

が感
かん

じられるので徐行
じょこう

をする。

　③　カーブの向
む

こう側
がわ

に駐停車
ちゅうていしゃ

車両
しゃりょう

が止
と

まっているかもしれないので、できる

　　　 限
かぎ

り中央線
ちゅうおうせん

に寄
よ

ってよけやすいようにする。

高速
こうそく

道路
どうろ

を時速
じそく

８０ｋｍで走
はし

っています。どのようなことに注意
ちゅうい

して運転
うんてん

しますか？

　①　高速
こうそく

道路
どうろ

でブレーキを踏
ふ

むのは危険
きけん

なので、前
まえ

の車
くるま

に向
む

かって警
けい

音
おん

器
き

を鳴
な

　　　 らす。

危険
きけん

予測
よそく

問題
もんだい

　（本
ほん

免
めん

３）

二輪車
にりんしゃ

で郊外
こうがい

の山中
さんちゅう

を走行中
そうこうちゅう

です。どのようなことに気
き

をつけますか？

　①　カーブに差
さ

し掛
か

かる前
まえ

に十分
じゅうぶん

に減速
げんそく

をし、対向
たいこう

車線
しゃせん

にはみ出
だ

さないように

　　　 注意
ちゅうい

する。

　②　カーブでは十分
じゅうぶん

な速度
そくど

を保
たも

たないと転
ころ

んでしまう危険
きけん

があるので、速度
そくど

は

　　　 落
お

とさずに走行
そうこう

する。


